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【冒頭】
滋賀県の三日月でございます。
第１７回世界湖沼会議の開会にあたりまして、この会議を最初に開催しました滋賀県として、一言お祝いの言葉を申し上げます。
はじめに、本日ご臨席を賜っております秋篠宮、同妃両殿下におかれましては、平素より環境問題に深い関心をお寄せいただいておりますこと、心から感謝を申し上げます。
また、開会式という場におきましてご挨拶申し上げる機会を与えてくださいました主催者のご配慮に厚く御礼申し上げます。

【世界湖沼会議の成り立ち】
世界湖沼会議は、今から34年前の1984年に、滋賀県の提唱により、琵琶湖のほとり大津市で、第1回が、「世界湖沼環境会議」という名称で開催されました。
その背景を振り返ってみますと、1960年代半ばの高度経済成長期を迎え、工業用水や都市用水の水源としての琵琶湖の役割が大きくなる一方で、富栄養化等により水質が悪化し始め、1970年代には深刻な状況になりました。
この状況に対して、私たち琵琶湖に関わる者全てが、その問題を乗り越えようと尽力してきました。
この私たちの経験を世界に発信し、湖沼環境問題の解決に役立てようと、科学者、行政、市民などの枠を越えて話し合うという理念のもと、世界湖沼会議が開催されました。

【トルバ事務局長の言葉】
第1回会議で基調講演をされた、国連環境計画・UNEP（ユネップ）のトルバ事務局長は、湖沼と人間のつながりを親子関係に例えて、「湖沼はまさに『思春期』であり、開発と経済成長のはざまで心を痛めている」と述べ、持続可能な開発と、この湖沼会議の成果を継承・発展させていくことを訴えられました。
湖沼問題を考えるにおいて、トルバ氏の言葉は未だに色あせず、湖沼会議の理念とともに現代においてより重要性を増していると思います。

【茨城県への敬意】
今回、「第17回世界湖沼会議～人と湖沼の共生～」を開催され、改めて、我々が、人と湖沼の関係について考える機会いただくとともに、それぞれの課題や経験を共有する場を設けていただきましたこと、主催者である茨城県の皆様に心から敬意を表したいと思います。

【滋賀県からの参加について】
私ども滋賀県においても、古くより人々の暮らしは琵琶湖とともにあり、その豊かな恵みを享受しつつ、自然と共生しながら独自の生活様式や文化、景観を作り上げてきました
平成27年には、「琵琶湖の保全及び再生に関する法律」が施行され、琵琶湖が「国民的資産」と位置づけられたのを受け、県民一体となって、琵琶湖の水質や生態系の保全・再生に取り組んでいるところであります。さらには最近世界的にも問題になっているプラスチックごみも含め様々な水問題について国連の持続可能な開発目標・SDGsの達成に向けて取り組んでまいります。
今回も、滋賀県から多くの県民が参加しており、皆様との交流を楽しみにしております。

【クロージング】
湖沼には、人間が利用しやすい水の90％が存在し、まさに「湖沼を守ることは世界の水を守ること」であり、また、豊かな自然や湖辺で育まれた歴史や文化など様々な価値があります。
世界の湖沼の持続可能な生態系サービスを目指していくために、私たちは、知識や経験を最大限活用し、地球規模で協働していかなければならないと思います。
今ここにお集まりの皆様による、湖沼についての活発な議論や交流が行われるとともに、皆様が互いの連携を深めて、湖沼の持つ多様な価値と湖沼保全の重要性を、力を合わせて、世界の人々に伝えていかれることを期待します。
　第17回世界湖沼会議の成功と、この会議の成果が、世界の湖沼保全と水問題の解決に向けての確かな一歩となることを祈念いたしまして、私からのお祝いの言葉とさせていただきます。　
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